
『GHIBLI（ジブリ）』を巻き起こせ！ 

 

                            校長 宮植 尋史 

 

『GHIBLI』とは、サハラ砂漠に吹く熱風を意味するイタリア語らしい。宮崎駿監督で知

られる「スタジオジブリ」のネーミングには、日本のアニメーション界に熱風を起こそうと

いう思いが込められているそうです。皆さんのほうがよく知っているとおり、『となりのト

トロ』、『千と千尋の神隠し』など、日本だけでなく、世界に熱風を起こしている。宮崎監督

の思いが実現したように、生徒の皆さんには、それぞれの熱い思い・熱風を巻き起こし、そ

れぞれの夢を実現させてほしい。夢の実現には、正に『君たちはどう生きるか』、スタジオ

ジブリの最新作の題名のとおり、高校生活をどう生きるかにかかっています。 

どう生きてきたか、これまでの過去より、むしろ今からどう生きていくかが、より重要だ

と私は思っています。過ぎ去った過去はどうしようもなくやり直すことは決してできませ

んが、これからの未来は誰にも平等に開かれていて、どう生きるか次第で夢はどんどん夢の

ほうから近づいてくるものだと思います。式辞などで私がよく話題にする「流れ星に願い事

をするとその願いは叶う」という話は、本当だと私は信じています。なぜなら、「あ、流れ

星だ！」と、流れ星が光っているほんの一瞬に、願いを言える人は日頃から何かしらの行動

を、夢に向かっての一歩を踏み出していると思うからです。そのためには、はっきりとした

願いを持たなければなりません。始めから無理だと思わないことです。無理だと思った時か

らその夢は自分から捨てしまうことになります。自分が無理、ダメだと思ったことは実現す

ることはないでしょう。「私はこうなりたい！」と言葉にして公言することが夢に近づく有

効な方法の一つだと言います。周囲のみんなに言ってみるものです。教師としてまだまだ未

熟だった私の若い時の苦い思い出にこんなことがあります。クラスの進路指導で相談に来

た生徒がいました。ある生徒は、「私はプロのスポーツ選手になりたい」、ある生徒は、「私

はイルカの調教師になりたい」と言ってきました。その生徒たちに対して、私は「プロのス

ポーツ選手は競争が激しい。プロの世界は厳しい。イルカを調教できる施設は少ないから調

教師になるのは現実的ではない。」などと否定的なアドバイスをしてしまいました。幸いに

も私のアドバイスより、自分の信念を貫いて、プロスポーツ選手、水族館勤務の飼育員にそ

れぞれの生徒は見事なることができました。夢を諦めさせていたのは、教師である自分だっ

たのでないかと反省したことがあります。それ以後、生徒の夢に対して、周囲が反対するよ

うな夢でも、その夢を応援し、その背中を後押しするよう指導しています。大変な努力と時

間が必要だったとしても、自分の中の熱い思い・熱風が推進力となって夢へと近づいていく

からです。事実、私が関わってきた多くの生徒たちは自分の力で、周囲が無理じゃないかと

思われる夢を実現してきました。次は、君たちの番です。 

夢の実現に、私が大切だと思っているもう一つのことをお話したいと思います。2019年

に日本で行われたラグビーワールドカップで、日本チームは、過去 10戦全敗で一度も勝っ



たことのない優勝候補のアイルランドとの試合直前、ジェイミー・ジョセフヘッドコーチは、

『誰も勝つとは思っていないし、誰も接戦になるとも思ってもいない。誰も僕たちがどれだ

け努力をしたか分からない。勝利を信じているのは、僕たち
．．

だけだ。』と、選手に話しかけ

ました。勝利を誰も信じていなかった試合に勝った時のテレビのアナウンサーは、「もうこ

れは奇跡とは言わせない。」と実況しました。ここで私が言いたいことは、奇跡と思える夢

を叶えるのは、僕たち
．．

と表現されているように、夢の実現を信じる自分自身の存在が大切と

いうよりも、同じ夢を信じ合える人が傍にいてくれることこそが、最も大切だと言うことで

す。共に夢の実現を信じる友人の存在、そんな友人があなたの近くにいるはずです。むしろ、

友人の夢の実現を信じることのできる存在が、あなたであってほしいと思います。 

夢を公言し、夢の実現を信じ合える友と是非それぞれの進路を実現させてください。 

「進路の手引き」は、皆さんに一番近い立場にあった先輩たちのアドバス、〔卒業生より後

輩諸君へ〕が掲載されています。ネットの情報はいろいろありますが、多くの情報に惑わさ

れず、先輩のアドバイスを是非読んでみてください。運動会の学校行事や部活動で共に活動

したあの先輩たちの生の声は、必ず参考になる貴重な情報です。「進路の手引き」は、自分

の将来に向け、手を引いて導いてくれる情報にあふれています。進路の参考書として、後押

ししてくれるはずです。何度も手にして、「君たちはどう生きるか」、自分の答えを見つけ出

すことを願っています。 

生徒のみんなそれぞれが、『GHIBLI（ジブリ）』を巻き起こしてください。 


